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第 55 回日本臨床化学会年次学術集会 

岩 谷 良 則* 

 「臨床化学の未来を拓く」をメインテーマに、第

55 回日本臨床化学会年次学術集会( JSCC55)を、

2015 年 10 月 30 日(金)から 11 月 1 日(日)の 3 日

間、大阪大学コンベンションセンターで開催しま

した。臨床化学は、検体検査しか実施できない世

界のほとんどの国の臨床検査技師の学問領域にな

っており、検体検査のすべての領域を含んでいま

す。そして国際臨床化学連合(International Federa-

tion of Clinical Chemistry, IFCC)で世界の臨床検査

技師が結びついています。日本では、臨床検査の

主要学会として、日本臨床化学会と日本臨床検査

医学会がありますが、後者が大学病院検査部の部

長(臨床検査専門医)が中心の学会で実務的である

のに対して、前者の臨床化学会は、臨床化学を専

門とする様々な職種の研究者が集まる学会で、新

しい検査法の開発や測定原理の発見などを行い、

また検査法の勧告法をまとめるなど臨床検査の標

準化を推進している学術的な学会です。 

 第 55 回年次学術集会の一番の特徴は「若手の登

用」でした。臨床化学会へ若い研究者の入会を増

やして学会の発展を促すため、若手を一般演題の

座長に起用しました。この若手は、学会の評議員

の先生方に、日本臨床化学会の将来の担い手とし

て期待される 50 歳未満の若手ということで推薦

していただきました。そして、この試みは大成功

で、まず若手の座長は非常によく準備をし一般演

題の議論を活発にして有意義な発表にしてくれま

した。そして学会参加者数は 630 人を超え、特に

若手の数が増えました。そして一般参加者の演題 

登録(一般演題と YIA 演題)の数が 114 題と増え、

過去最大数になりました。 

 今回は､「臨床化学の未来を拓く」をテーマに、

特別講演 2 つ、教育講演 4 つ、シンポジウム 6 つ、

ワークショップ 1 つ、ランチョン及びイーブニン

グセミナー10 個、プロジェクト報告 7 つ、そして
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会長講演を 1 つ設けました。また学術集会の最終

日には、第 1 回臨床化学・免疫化学精度保証管理

技師指定講習会を開催しました。特別講演では、

市原清志教授(山口大学)に検査診断学の近未来に

ついて、そして林崎良英 理事長補佐(理化学研究

所)にはオミックス科学についてご講演いただき

ました。そして、教育講演では、メタボロミクス(福

崎英一郎教授)、マイクロ RNA(河原行郎教授)、

ビッグデータ解析(瀬々 潤 博士)、脂質代謝(木原

進士教授)についてお話しいただき、シンポジウム

では、臨床化学の未来を拓く、薬物の安全性評価、

先制医療とバイオバンク、若手、質量分析、ゲノ

ム医療の人材育成、の 6 つをテーマに取り上げま

した。そしてワークショップでは、日常検査の検

査異常の解析について議論しました。そして私

は、疾病の発症を予知し予防するためのゲノム・

エピゲノム解析による予防診断学について、会長

講演を行いました。 

 この学会は、医師、臨床検査技師、薬剤師、企

業の研究開発者で構成されており、日本の臨床検

査の研究開発の基幹学会として位置付けられてい

ます。現在は、まだ医師主導の学会ですが、日本

臨床検査医学会と同様に、将来は臨床検査技師が

主導する学会になれるよう、技師の若手の育成が

大切ですが、この年次学術集会において大勢の技

師の若手が登用され活躍しているのを見て、非常

に心強く思いました。そして、懇親会には若手を

中心に 220 人以上の参加があり、とても賑やかで

活発な交流が行われましたので、臨床化学の未来

を拓くことにつながる学術集会にできたのではな

いかととても喜んでいます。 

 最後になりますが、日本臨床検査学教育学会の

皆様には大勢ご参加いただき、特別講演や教育講

演をはじめ、年次学術集会を盛り立てるために大

変ご尽力いただき、心より感謝いたします。あり

がとうございました。 

 

 
                                    写真 3 懇親会風景 
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